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Abstract 

AMS14C dates have been measured by 四ing a Tand位。n 叫悶l悶町田国s spectromet，町 at Dating and 

Materials Research C田ter， Nagoya University. 

The analysis sa皿pl田∞Uected solid-c町:bons of the po世田y 四rfa国阻d char四叫量.agments found 量om 伽田

町ch田四logical si匝札

Radiocarbon ag田 h皿Ka)'l皿刊iri si出 of 血e be伊国ng Jomon period in Mie Prefi配ture were 11 ,444 :t 

34戸sBP(NUTA2-18517) ， 11,385 :t 33yrsBP(NUTA2-18732) , 11 ,441 :t 35戸sBP (NUTA2-18732) . 

Radiocarbon ages 企om Sujik田 site of 也e early Yayoi period in Mie Prefi田畑田 were 3,602 :t 38yrsBP 

(NUTA2-18408) , 2,445 :t 34 :t 33yrsBP (NUTA2-18409). Radioc溜bon ag回世om U chigaito site of 血e

late Paleoli由ic p町iod in Mie Prefec知rew田沼 25 ，418 :t 122yrsBP (NUTA2-18402) , 21 ,127 :t 92 yrsBP 

(NUTA2-18403) . 

Judging 世田1 radio伺rbon ag田，也.e Kaywni-ijiri c1ay 直gure seems 回 be 也e oldest in Jap姐.

Keywords: 14C 年代値;粥見井尻遺跡;筋違遺跡，内垣外遺跡

Radiocarbon ag.田; Kayunn-司iri sÍ'旬 S司自kai si旬; Uchigai旬副知

1. はじめに

三重県粥見井尻遺跡(図1)は松阪市飯南町粥見に位置し，縄文時代草創期の住居跡が

発見された遺跡である。遺跡は，櫛田川が大きく蛇行する河岸段丘左岸の見晴らしの良い

高台に営まれている。筋違遺跡(図 1 )は近鉄中川駅から東に約 2km，松阪市嬉野新屋庄

町筋違.の沖積低地上に成立した弥生時代前期の集落遺跡である。弥生時代前期の生産域，
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代値は明らかになっていなかった。 Fig.l The location of Kayumi-ijiri, Sujikai, and Uchigaito sites 

三重県史通史編(原始古代)の執筆を契機に，こうした課題を解決するため，名古屋大学

年代測定総合研究センターの協力を得て，遺跡に関わる AMS 放射性炭素年代を測定する

こととした。

2. 年代測定のねらい

2-1.粥見井尻遺跡

粥見井尻遺跡では計 3 棟の縄文時代草

創期の建物跡が発掘されたが，建物跡か

ら 2 体の土偶が確認された。うち一体は，

中央の建物跡から見つかったもので，高

さ 6.8cn，幅 4.2cm，簡素な造りながら胸

部を誇張した完形の土偶である(図 2 )。

もう一体は，別の建物跡から，頭部だけ

が発見された。見つかったのは 1996 年

9 月のことであるが，縄文時代草創期の

土偶は日本初発見であったため日本

最古の土偶」として話題になった。だが，

今日に至るまで，この土偶(粥見井尻土

偶)に関わる年代測定はなされていなか

った。

粥見井尻土偶に共伴する縄文時代草創

期の無文土器は果たしてどのような年代

値を示し， 日本最古の土偶という評価は

図 2. 粥見井尻遺跡の土偶(三重県埋蔵文化財センター， 1996) 

Fig.2 The Kayumi-ijiri clay figu問 (Archaeological center of Mie P問fecture，1996)
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正しいのだろうか。 2011 年 12 月，三重県埋蔵文化財センター中勢事務所にて土器付着炭

化物の試料採取を実施し，放射性炭素年代を測定した。

2・2. 筋違遺跡

筋違遺跡の 2005 年度の第三次調査では，弥生時代前期上層遺構面の発掘調査が行われ、

旧河道や水路によって区画された弥生時代前期前半の集落が、洪水層で覆われた状態で発

見された(図 3 )。これ以外にも、古墳時代中期の水田跡や古代・中世の遺構などが確認

され、雲出川のたび重なる洪水に襲われながらも、人々が何度も氾濫平野の開発に従事し

たことが明らかになっている。本遺跡からは，弥生時代前期の指標土器とされ、北部九州

に起源がある遠賀川系土器が多数発見され、また朝鮮半島に起源地を持つ松菊里住居跡が

確認されるなど，三重県下屈指の弥生時代前期の集落遺跡であるとされている。

近年，西日本を中心に弥生時代の実年代が大きく遡りつつあり，本遺跡における弥生時

代前期土器の編年がどのくらいに位置づけられるのか，確かめるのが本研究のねらいの一

つである。
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Fig3 Principal ruins of the Sujikai site (Archaeolo扉cal center of Mie Prefecture, 2007) 

2-3. 内垣外遺跡
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内垣外遺跡は，県道相鹿瀬 大台線整備事業の過程で発見されたものであり，遺跡は標

高約 48m の正陵地の裾部に位置している。地形のうえでは，宮川水系の支谷が形成した
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小規模な河岸段丘上にのっているものと考えられるが，遺跡の北 2km に中央構造線が東

西に延びており，遺跡のすぐ西側にも東西性の構造谷が発達している。このため，内垣外

遺跡の立地や地形発達を考えるには，東西性の地形成分は無視できない存在となっている。

本遺跡では，後期旧石器時代の石器を検出する過程で，姶良 Tn テフラ (AT 火山灰層)

が発見された。本遺跡における層序は，①上層遺構(室町時代および縄文時代など)の検

出面である黒色土，②黄褐色土，③黄褐色粘質土，④やや明るい黄褐色粘質土，⑤明黄褐

色粘質士，⑥粘性の弱い明黄褐色粘質士とされている(西出， 1999) 。姶良 Tn テフラは，

「やや明るい黄褐色粘質土j からブロック状に分散した状態で発見された。後期旧石器時

代の遺物やこれに伴われた炭片などは，姶良 Tn テフラを含む地層だけでなく，この下位

からも見つかったという(西出， 1999) 。だが，これまで分かっている状況証拠からは，

考古遺物と姶良 Tn テフラとの関係は必ずしも明確ではなく，また姶良 Tn テフラそのもの

も二次堆積でない，とする確証は得られておらず，そのため内垣外遺跡における人類の活

動がいつに遡るのか，後期旧石器時代の石器に伴われた炭片試料を用いて年代を求める必

要性にせまられていた。

3. 年代測定結果

粥見井尻遺跡については縄文時代草創期の無紋土器片の内面および外面より 3 点，筋違

遺跡では弥生時代前期の土器片の外面より 2 点，稲籾試料より 1 点，内垣外遺跡では姶良

一 Tn テフラ下位から検出されたとされる炭片試料計 2 点について，名古屋大学年代測定

総合研究センターの加速器質量分析計を用いて，年代測定を実施した。試料精製と誤u定は

筆者の一人中村俊夫が行った。測定の結果得られた年代値は，表 1 のとおりである。

表 1. 三重県粥見井尻，筋違，内垣外遺跡から得られた放射性炭素年代測定値

Tab1e 1 Radiocarbon ag回世omKa"抑lIni-ijiri， Suj政ai and Ucbigaito sit田， Mie Prefecture 

Labo code 遺跡名 分析試料 14C (yrsBP) 暦年(確較率正9結55果
%) 

NUTA2-18517 粥見井尻遺跡 Eb-6 土器内面炭化物 11,444 :t 34 13,417-13,199 

NUTA2-18732 粥見井尻遺跡 Gb-5 土器外面炭化物 11,385 :t 33 13,359-13,145 

NUTA2-18732 粥見井尻遺跡 Gb-5 土器外面炭化物 11,441 :t 35 13,415-13,194 

NUTA2-18408 筋違遺跡 BG18 土器外面炭化物 3,602 :t 38 4,074-3,780 

NUTA2-18409 筋違遺跡 BG18 土器外面炭化物 2,445 :t 34 2,702-2,357 

筋違遺跡稲籾試料 試料不足のため分析不能

NUTA2-18402 内垣外遺跡 N11W22 No.54 炭片 25,418 :t 122 30,585-29,655 

NUTA2-18403 内垣外遺跡 N11W22 NO.55 炭片 21 ,127 :t 92 25,612-24,913 

粥見井尻遺跡の土器付着炭化物から得られた 14C 年代値は 11 ,444 :t 34yrsBP 

(NUTA2-18517) , 11,385 :t 33戸sBP (NUTA2-18732) , 11,441 :t 35yrsBP (NUTA2-18732 ;再測定)

であった。その暦年較E年代 (95.5 %の確率)は，それぞれ 13，417-13 ， 199ca1BP ，

13,359-13,145ca1BP , 13 ，415-13 ， 194岡田P である。



181－  －

名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXIV, 2013003 

筋違遺跡の土器付着炭化物より求めた 14C 年代測定値は， 3，602 :t 38戸sBP (NUTA2-18408) , 

2,445 :t 34戸sBP (NUTA2-18409) であった。その暦年較 E 年代 (955 %の確率)は，

4，074-3 ，780岡田P ， 2，702-2，357岡田P である。

内垣外遺跡の炭片から得られた 14C 年代値は， 25,418 :t 122戸sBP (NUTA2-18402) , 21,127 

:t 92yrsBP (NUTA2-18403) であった。これらの暦年較正年代 (9505 %の確率)は，

30，585-29，655回lBP ， 25 ，612-24，913calBP である。

4. 考察

4・1.粥見井尻遺跡

縄文時代草創期の粥見井尻遺跡の土器付着炭化物から得られた放射性炭素年代値は，

11,444 :t 34 - 11,385 :t 33戸sBP を示し，この結果はこれまで知られている縄文時代草創期

の年代に比べて妥当な数値といえる。暦年較正年代では， 13,417 - 13 ， 145calBP の聞にすべ

ての年代値が収まり，まとまりのある測定結果といえる。この年代値を，グリーンラン

ドの氷床コア中に記録された酸素同位体比から得られた最終氷期以降後氷期に至る気候

変動曲線 (S佃iv町 et al.， 1995) にあてはめて考えると，粥見井尻遺跡でヒトが生活した時期

は晩氷期のなかば、アレレードE間氷期と呼ばれる温暖期にあたることが分かる。この

少し前には、ベーリング亜間氷期というさらに暖かい時期があり、最終氷期以降、気候は

確実に温暖化の傾向に向かっていた。そして、その後訪れるヤンガードリアス寒冷期の厳

しい寒の戻りを経て、完新世の急速な温暖期に突入する。粥見井尻遺跡から発見された士

偶は，こうした時代背景の中の製作物といえる。

2010 年になって，滋賀県東近江市永源寺町の相谷熊原遺跡から，粥見井尻遺跡と同じ

縄文時代草創期の土偶が発見された。相谷熊原遺跡の士偶は，高さ 301cm で小型の土偶で

あり，共伴土器の付着炭化物から求められた較正年代はおよそ 13，000 年前とされている(松

室・重田， 2010) 。年代値をみる限り，明らかに粥見井尻遺跡の士偶は，相谷熊原士偶よ

り古いものといえる。

4-2. 筋違遺跡

筋違遺跡から得られた放射性炭素年代のうち 1 点は 2，445 :t 34yrsBP という測定値で

あった。この年代は，今日，一般に知られている弥生時代前期の始まりを紀元前 3 世紀

ころとする年代観に照らすと，いささか古い値であるのかもしれない。しかし，北部九

州では，従来弥生時代前期の指標士器とされてきた板付 I および板付 E 式土器に付着し

たススの年代が， 2,560 :t 4町田BP ， 2,620 :t 40yrsBP などとする測定結果が得られており(藤

尾ほか， 2003) ，弥生時代の始まりを紀元前 10 世紀後半にまで遡らせる見解も示されてい

る(春成ほか， 2003) 。こうした結果を考慮すると，本遺跡から得られた年代値は弥生時

代前期前半の土器編年としては妥当なものといえる。三重県内に弥生文化が波及し，雲

出 J 11 下流の沖積低地に濯t使用水を完備した水稲耕作が営まれた時期がはたしてこの年代

まで遡るかどうかは定かでないが，弥生時代前期の年代観を考えるうえで意義があるも

のといえる。

残る 1 点の年代値は 3，602 :t 38y四BP を示した。この値は，弥生時代前期の年代値とし

ては到底考えることができない古いものであり，土器付着炭化物中に年代を古くさせる
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何らかの混入物が存在した可能性が考えられる。

4-30 内垣外遺跡

内垣外遺跡の姶良 Tn テフラ (AT 火山灰層)の下位から得られたとする炭片の 14C 年代

値は， 25,418 :t 122戸sBP と 21 ， 127 :t 92戸sBP の 2 点であった。それらの暦年較正年代は，

それぞれ 30，585-29，655caIBP と 25，612-24，913caIBP である。

今日，姶良 Tn テフラの降灰年代は，約 22 ~ 2.5 万年前とされている。このテフラの降

灰年代を暦年補正する試みも行われているが，いまだその値は定まっていない。

後期旧石器時代の遺跡と姶良 Tn テフラとの関係をみると，姶良 Tn テフラより下位であ

ることがはっきりしている遺跡は圏内でも非常に少なく，姶良 Tn テフラ以降は遺跡数が

急増している(町田・新井， 2011) 。

内垣外遺跡における後期旧石器時代の石器やヒトの生活痕である炭片などは，姶良 Tn

テフラ下位の文化層に相当する可能性もないではない。だが，放射性炭素年代の測定結果

や，内垣外遺跡の立地環境が日当たりの良い南向き緩斜面の崖際(西出， 1999) であるこ

とからすると，内垣外遺跡にヒトが居住した時代は姶良 Tn テフラ降灰以降かせいぜい姶

良 Tn テフラ降灰期と考えるのが妥当であろう。
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